
焼却炉を緊急停止しました
令和５年１０月３０日、焼却炉を緊急停止させる事態が起こりました。

原因は、可燃ごみの中に混入した鉄製の棒でした。

灰を搬送するコンベヤに鉄の棒が噛み込み、機械が破損したことにより灰を搬送できなくなって

しまったためです。

可燃ごみに混入していた鉄の棒

（バールのようなもので長さ1m50cmくらい）

コンベヤに噛み込んだ鉄の棒

（チェーン等の破損）

不燃物が混入すると設備に影響を与えて故障の原因になり、長期的にごみの受入れができなくなる

こともありますので、適正な分別をお願いします。


